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研究成果の概要（和文）：電気自動車の販売促進メカニズムについて理論と実験の両方のアプローチを使って分析した
。
理論面では複数のモデルを使い分析した。まず、静学的不完備情報ゲームを用いた最適な販売方法の分析を行った。動
学モデルを使った分析では投資が不可逆性をもつ場合と一定の可逆性をもつ場合について分析を行った。さらに、理論
で得られた手法を用いて、実験を行った。実験においては、詳細を調べるための少人数の実験と頑健性を調べるための
人数を増やした実験を行った。その双方について、考案された制度が有意に電気自動車の販売を促進する事が示された
。

研究成果の概要（英文）：We studied mechanisms that promote the sale of EV by using both theoretical and ex
perimental approaches.
In the theoretical analysis, we studied several models: First, we have derived an optimal selling method i
n a static model with incomplete information. Then we focused on the irreversibility of purchase decisions
. We studied dynamic models with irreversible setting and with imperfect irreversible setting.
Moreover, we conducted a series of economic experiments to test the obtained selling method in our theoret
ical study. We conducted two types of experiments. In the first one, we used small group for detailed anal
ysis. In the second one, we used larger group to examine the robustness of our mechanism. In both experime
nts, we found that our mechanism significantly improved the sale of EV.

研究分野：

科研費の分科・細目：

社会科学

キーワード： 電気自動車　ネットワーク外部性　実験経済学

経済学・理論経済学



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
EV は、普及すれば充電インフラも整いそ

の利便性が上昇するというネットワーク外
部性がある財（以下、単にネットワーク財）
である。ネットワーク財は、ある閾値を超え
ると急速に普及するが、閾値を超えることが
できないため、社会的に望ましい財であって
も普及しない場合がある。このような問題に
対処するネットワーク財を普及させるため
のメカニズムの研究は、主に本申請プロジェ
クトのメンバーによって行われてきた。 
理 論 的 研 究 と し て は 、 Shichijo & 
Nakayama(2009) が完備情報・離散時間の動
的モデルを提案していた。 
ネットワーク外部性がある財については、

Mak&Zwick(2010)などの実験があるが、新
しいメカニズムを考案し普及促進をはかる
という視点での研究は不十分であった。 

 
２．研究の目的 
 電気自動車が、ネットワーク外部性がある
財である点に着目し、その普及促進について
理論面で考察し、さらに、その理論によって
導かれた普及策を実験することにより、その
性能を確認することを主な目的とする。 
 より具体的には、理論面では、割引率 1 に
対応する静学的不完備情報ゲームの理論分
析や、割引率 1 未満に対応する動学ゲームの
理論分析を行い特殊な補助金制度の考案お
よび理論的性質の分析を行う。さらに、実験
面では、その特殊な補助金制度を使用しない
場合より、その特殊な補助金制度を使用した
場合の方が、社会的余剰が高くなるか、被験
者達が理論どおりの行動をするか等の分析
を行う。また、関連事項の分析も実施する。
たとえば、電気自動車の普及促進に必要な充
電インフラ整備に関する分析や可逆性が一
程度ある場合のネットワーク財の性質の分
析なども実施する。 
 
３．研究の方法 
 理論班を、青柳真樹、関口格、福田恵美子、
七條達弘が担当し、実験班を七條達弘、草川
孝夫、田中敦が担当した。 
 静学的不完備情報ゲームの理論分析につ
いて青柳が分析を行った。また、動学ゲーム
のうち、連続モデルの理論分析について関口
が分析を行った。動学的完備情報ゲームにお
いて一定の可逆性があるケースについての
理論分析を七條と福田が行った。 
 実験については、大阪大学および京都産業
大学の実験室を用いて実施した。 
 
４．研究成果 
(1) Aoyagi(2013)は、ネットワーク財の最適
な販売方法を求めた。このモデルは、静学的
不完備情報ゲームを使ったモデルにおける
分析となる。 
(2)Fukuda & Shichijo (2014)では、ネット
ワーク財が一定の可逆性をもつ場合の均衡

について、パレート効率な状態が唯一の均衡
となるための条件を求めた。 
(3)七條他(2013)では、ネットワーク財が一
定の可逆性をもつ場合においてパレート効
率な状態を達成させるメカニズムを考案し、
それをSNS上で実験を行った結果を分析した。 
(4)人数が多い場合についての実験を行った。
この結果、人数を増やしても、特殊な補助金
制度が有意に EV の普及促進を促す事が分か
った。 
(5)特殊な補助金制度の対立候補として、経
済理論でよく使われるチープトークの実験
を実施した、タイプ表示のチープトークの実
験結果と比較しても、特殊な補助金制度の効
果が高い事が分かった。この成果の研究報告
を行った。 
(6)充電器の設置は、企業イメージを考慮し
た寄付的行為として行われる事も多いが、こ
のような寄付行為についての実験を行い、社
会的余剰の上昇に貢献する事が分かった。こ
の成果の研究報告を行った。 
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